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大
人
に
か
わ
り
兄
弟
や
家
族
の
世

話
を
す
る
１８
歳
未
満
の
子
供
、
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
、
そ
の
実
態
調
査
結
果

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
福
祉
課
長
　石
川
　司

　
　
全
国
実
態
調
査
が
行
わ
れ
、「
世
話

を
し
て
い
る
家
族
が
い
る
」
生
徒
の
割

合
は
、
中
学
生
が
５.７
％
お
よ
そ
17
人
に

１
人
、
全
日
制
の
高
校
の
生
徒
が
４.１
％

で
、お
よ
そ
２４
人
に
１
人
と
な
って
い
る

状
況
で
す
。

　
　
世
話
を
す
る
頻
度
は
。

　
　
福
祉
課
長
　石
川
　司

　
　
世
話
に
か
け
て
い
る
時
間
は
１
日
の

平
均
で
中
学
生
が
４
時
間
、高
校
生
が

３.８
時
間
と
な
って
お
り
、
内
容
は
食
事

の
準
備
や
洗
濯
な
ど
の
家
事
が
多
く
、

兄
弟
を
保
育
園
へ
送
迎
、祖
父
母
の
介

護
や
見
守
り
と
多
岐
に
わ
た
っ
た
状
況

で
す
。

　
　
全
国
初
の
文
科
省
、
厚
労
省
で
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
調
査
を
行
い
ま
し

た
。当
村
で
の
実
態
調
査
は
ま
だ
だ

と
思
い
ま
す
が
、行
い
ま
す
か
。

　
　
福
祉
課
長
　石
川
　司

　
　
調
査
は
現
在
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

緊
急
度
の
高
い
事
案
な
の
で
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会
、
地
域
や
学

校
の
各
関
係
機
関
か
ら
情
報
は
提
供

さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。今
後

取
り
組
む
施
策
と
し
て
、
早
期
発
見
、

把
握
、支
援
策
の
推
進
、社
会
的
認
知

度
向
上
な
ど
含
め
、
福
祉
、
教
育
の
分

野
、
場
合
に
よ
っ
て
は
人
権
も
あ
り
ま

す
の
で
所
管
と
調
整
を
し
、
調
査
が
で

き
る
状
況
ま
で
持
っ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
庁
が
今
年
９
月
１
日
に

創
設
さ
れ
ま
す
。世
界
に
遅
れ
た
Ｉ
Ｔ

技
術
の
改
革
、Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
本
気
に

断
行
す
る
こ
と
に
当
た
り
、
行
政
手

続
の
利
便
性
向
上
を
図
る
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
利
便
性
向
上
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
、お
聞
き
し
ま
す
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
地
方
公
共
団
体
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の

う
ち
、
住
民
に
関
す
る
事
務
に
係
る
情

報
シ
ス
テ
ム
で
、
相
互
に
連
携
が
行
わ

れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
、い
わ
ゆ
る
住
民
基

本
台
帳
、
地
方
税
等
は
デ
ジ
タ
ル
庁
の

指
揮
の
下
、
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共

通
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
シ
ス
テ
ム
の

維
持
管
理
の
軽
減
や
新
た
な
制
度
改

正
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、

人
的
・
財
政
的
負
担
が
減
る
と
い
う

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。さ
ら

に
全
国
規
模
の
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
移
行
に

よ
り
、
国
・
地
方
を
通
じ
た一体
的
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
等
に
よ
り
行
政
事
務

を
円
滑
化
し
、
割
り
勘
効
果
を
十
分

発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　
色
々
行
政
手
続
に
利
便
性
が
あ
る

が
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
が

無
い
と
利
便
性
が
か
な
わ
な
い
。普

及
率
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
村
民
課
長
　崎
山
　敦

　
　
人
口
約
１
万
１
千
人
中
、２
千
６
百

件
、
普
及
率
は
２４
％
で
す
。村
民
の
利

便
性
向
上
及
び
行
政
の
業
務
の
合
理

化
、
効
率
化
を
図
る
た
め
、Ｉ
Ｔ
を
活

用
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
が
必
要
と
考
え
て

お
り
、
村
民
課
で
は
住
民
票
、
印
鑑
証

明
、戸
籍
本
籍
地
、税
務
関
係
証
明
書

等
の
全
国
指
定
さ
れ
た
コ
ン
ビ
ニ
で
交

付
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
税
務
課
と
連
携

を
密
に
、費
用
対
効
果
を
考
慮
し
て
推

進
し
ま
す
。コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
の
交
付
と
な
る
た
め
、

カ
ー
ド
登
録
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
個
人
情
報
保
護
条
例
は
国
の
標
準

に
合
わ
せ
る
の
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
中
で
個
人
情

報
の
保
護
を
重
視
し
て
お
り
、
国
の
法

令
に
準
じ
運
用
す
る
。
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ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い

て

自
治
体
シ
ス
テ
ム
統
一
に

つ
い
て

仲
田
　豊
　議
員
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世
界
各
地
で
流
行
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、現
在
で
は
変
異
化
し

て
、
国
民
の
生
命
と
財
産
を
脅
か
し
、

多
大
な
損
失
を
も
た
ら
し
て
お
り
、

特
に
県
や
村
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業

で
あ
る
観
光
関
連
業
を
中
心
に
、
経

営
難
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。又
、

国
は
令
和
２
年
度
末
で
、
国
民
１
人

当
た
り
約
９
百
７０
万
円
の
借
金
に
な

る
こ
と
が
報
道
さ
れ
、県
は
５
月
の
感

染
者
が
過
去
最
高
に
な
り
6
月
に

入
っ
て
も
更
に
増
加
中
で
、医
療
機
関

や
県
経
済
の
崩
壊
が
現
実
味
を
帯
び

て
き
ま
し
た
。村
も
例
外
で
は
な
く
、

今
後
は
基
金
積
立
て
の
減
少
や
償
還

に
も
影
響
が
出
る
も
の
と
予
測
さ
れ

ま
す
。そ
こ
で
令
和
２
年
度
末
の
基
金

の
総
額
は
幾
ら
で
す
か
。

　
　
会
計
管
理
者
　平
安
名
盛
常

　
　一
般
会
計
・
特
別
会
計
合
わ
せ
４５

億
２
千
８
百
２０
万
９
千
６
百
２２
円
で

す
。（
令
和
3
年
5
月
末
時
点
、
出
納

整
理
期
間
）

　
　
運
用
益
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。貯
金

が
約
２３
億
６
千
万
円
で
、
利
息
収
入

が
約
１
百
２４
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、こ
れ
は
正
答
で
す
か
。

　
　
会
計
管
理
者
　平
安
名
盛
常

　
　
先
ほ
ど
の
基
金
を一年
満
期
の
定
額

預
金
を
行
っ
て
い
ま
す
。長
引
く
景
気

低
迷
の
中
、
国
の
低
金
利
政
策
に
よ
り

運
用
益
も
毎
年
減
少
傾
向
で
す
。

　
　
５
つ
の
金
融
機
関
に
貯
金
を
し
て

い
る
約
２３
億
円
に
つ
い
て
、高
い
金
利

の
機
関
に
変
更
す
る
検
討
は
行
っ
た

か
伺
う
。

　
　
会
計
管
理
者
　平
安
名
盛
常

　
　
現
在
、
各
金
融
機
関
の
利
率
を
参

考
に
、
条
件
の
良
い
定
期
預
金
を
行
い
、

令
和
３
年
３
月
に
、財
政
調
整
基
金
５

億
円
の
定
期
預
金
先
の
変
更
を
行
って

い
ま
す
。

　
　
努
力
し
て
い
る
こ
と
に
評
価
を
し

ま
す
。今
後
の
積
立
金
の
増
減
の
予

測
を
伺
い
ま
す

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
財
政
調
整
基
金
及
び
特
定
目
的
基

金
等
の
基
金
総
額
を
令
和
元
年
度
末

と
令
和
２
年
度
末
を
比
較
す
る
と
、約

２
億
９
千
６
百
万
円
減
額
し
て
お
り
、

一般
財
源
を
調
整
す
る
財
政
調
整
基
金

残
高
の
み
比
較
す
る
と
、
約
２
億
６
千

万
円
減
額
し
て
い
ま
す
。今
後
も
感
染

症
対
策
や
景
気
回
復
ま
で
支
援
策
が

必
要
に
な
る
事
か
ら
、財
政
調
整
基
金

の
取
崩
し
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
　
年
間
２
億
円
ぐ
ら
い
減
少
し
て
い

る
事
で
、
大
変
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
が
予
測
で

き
ま
せ
ん
の
で
、こ
れ
ま
で
以
上
に
村

民
の
財
産
を
増
や
す
努
力
を
重
ね
て

頂
き
た
い
。

　
　
村
債
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

令
和
２
年
度
末
の
村
債
の
総
額
を
伺

う
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
令
和
２
年
度
末
の
村
債
の
総
額
は

５２
億
８
千
３
百
６４
万
円
で
す
。

　
　
借
入
先
の
資
金
運
用
部
、
財
政
融

資
資
金
、簡
保
資
金
、市
町
村
振
興
協

会
と
は
、い
ず
れ
も
制
度
資
金
で
す
か

伺
う
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
資
金
運
用
部
と
は
旧
大
蔵
省
資
金

運
用
部
の
機
関
で
、平
成
１３
年
に
財
務

大
臣
が
管
理
・
運
用
を
行
う
財
政
融

資
資
金
と
し
て
改
称
、簡
保
資
金
と
は
、

独
立
行
政
法
人
郵
便
貯
金
簡
易
生
命

保
険
管
理
・
郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

支
援
機
構
か
ら
の
資
金
、市
町
村
振
興

協
会
は
、市
町
村
振
興
宝
く
じ
事
業
か

ら
の
収
益
金
を
も
と
に
、
市
町
村
へ
貸

付
し
て
い
る
組
織
で
す
。

　
　
国
が
定
め
る
制
度
資
金
の
縛
り
、

罰
則
等
は
あ
る
か
伺
う
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
県
を
通
じ
て
実
施
し
て
い
る
の
で
罰

則
等
は
な
い
認
識
で
す
。

　
　
令
和
２
年
度
の
償
還
利
子
約
３
千

３
百
万
円
、こ
れ
は
基
金
の
利
息
に
比

べ
て
大
変
高
額
で
あ
る
。高
金
利
の
借

入
の
変
更
、
あ
る
い
は
早
期
返
還
の

検
討
は
行
っ
た
か
伺
う
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
借
入
当
時
は
低
金
利
で
、
現
在
繰

上
げ
償
還
を
行
う
と
、
元
金
利
子
残

高
か
ら
基
準
利
率
を
乗
じ
た
補
償
金

が
発
生
し
、
財
政
効
果
が
低
い
こ
と
か

ら
実
施
し
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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金
城
　重
治
　議
員

基
金
全
般
に
つ
い
て

村
債
全
般
に
つ
い
て
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